
定点

インフルエンザ 703 28.12 323 12.92

新型コロナウイルス感染症（COVID-19） 155 6.20 205 8.20

RSウイルス感染症 2 0.13 0 0.00

咽頭結膜熱(プール熱) 58 3.63 30 1.88

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 87 5.44 26 1.63

感染性胃腸炎 96 6.00 36 2.25

水痘(みずぼうそう) 7 0.44 3 0.19

手足口病 6 0.38 2 0.13

伝染性紅斑（りんご病） 0 0.00 0 0.00

突発性発しん 10 0.63 3 0.19

ヘルパンギーナ 0 0.00 0 0.00

流行性耳下腺炎(おたふくかぜ) 0 0.00 0 0.00

急性出血性結膜炎 0 0.00 0 0.00

流行性角結膜炎(はやり目) 10 2.00 23 4.60

細菌性髄膜炎 0 0.00 0 0.00

無菌性髄膜炎 0 0.00 0 0.00

マイコプラズマ肺炎 0 0.00 0 0.00

クラミジア肺炎(オウム病を除く） 0 0.00 0 0.00

感染性胃腸炎(ロタウイルス） 0 0.00 0 0.00

              　　　　　 　令和6年（2024年）第1週　2024年1月1日（月）～2024年1月7日（日）

期　　間
2023年　52週 2024年　1週

種別 12/25～12/31 1/1～1/7（最新）

定点当り
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注意

👇詳しい情報は熊本市感染症情報をご覧ください

注意報レベル!!

予防が大切！梅毒が急増しています

近年、国内の梅毒感染者の報告数が増加し続けています。昨年の国内感染者数は14,906人、熊本市では

186人でした。 また全国的に、若い女性の報告数が増えています。妊娠中に梅毒に感染すると、お腹の

赤ちゃんに感染してしまうことがあり、死産、早産、新生児死亡、障害をもって生まれる（先天梅毒）ことが

あるため、注意が必要です。

〇梅毒は、主に、性的接触により、口や性器などの

粘膜や皮膚から感染します。

〇多数の相手と性的接触を持つと感染するリスクが

高まります。

〇コンドームの適切な使用により感染リスクを減ら

すことができます。

〇梅毒は、早期に発見することで、適切な治療により

治癒が可能です。

〇症状があるときは、早めに医療機関を受診して

検査を受けましょう。

(参考：厚生労働省ホームページ）

熊本市保健所では、HIV（エイズ）検査を受けられる方

は、梅毒検査もあわせて受けることができます。

詳しくは市ホームページでご確認ください。

「梅毒、急増中！」 「熊本市HIV(エイズ)検査・相談」
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